
下仁田町自然史館収蔵品 

馬山上蒔田（まやまかみまいた）産 

自　　然　　鉄 （しぜんてつ） 

黒内山を源流とする上蒔田地区の川原で見られるかんらん岩中には、
く ろ う ち や ま

蛇紋石脈（下の写真の黒い脈）の中に、銀色に点在して光る自然鉄（鉄単体の鉱物）が 

じ ゃ も ん せ き み ゃ く

できています。 
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2025 年 5 月

作成：下仁田町自然史館　関谷　友彦

２０１９度下仁田ジオパーク学術奨励事業で 
下仁田町の鉱物について研究した山田隆様より寄贈 馬山地区のカンラン岩分布域 

　　井澤（2018）を基に作成

蛇紋石脈

○の銀色に光っている部分が鉄

5 ㎝

0.2㎝

鉄＝化合物になりやすい元素 

 

〇　磁鉄鉱（酸化鉄） 
じ て っ こ う

〇　褐鉄鉱（水酸化鉄） 
か っ て っ こ う

〇　黄鉄鉱（硫化鉄） 
お う て っ こ う

などとして見つかる 

 

　黒内山のかんらん岩は鉄分をたくさん含

んでいるので、水や熱などで蛇紋岩に変

化するときに、脈中に塊状に自然鉄や、 

アワルワ鉱（鉄とニッケルの化合物）も一

緒にできている

　 鉄が単体で産出するのはとても珍しい 

⇩　通常


